
▽
名
前
の
由
来
は
？

―
優
斗
は
、
優
し
い
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
名
付
け
ま
し
た
。

依
央
、
杜
和
は
、
双
子
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
音
と
響
き
を
大
事
に
し
な
が
ら

名
付
け
ま
し
た
。

▽
普
段
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

―
優
斗
が
、
２
人
の
弟
と
よ
く
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。

こ
の
間
は
、
３
人
で
雪
遊
び
を
し
ま
し
た
。
今
年

は
雪
が
少
な
い
で
す
が
、
雪
が
降
る
と
は
し
ゃ
い

じ
ゃ
い
ま
す
。
好
き
な
食
べ
物
は
、
み
ん
な
カ
レ
ー

が
大
好
物
で
す
。

▽
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
成
長
を
感
じ
る
時
は

ど
ん
な
時
で
す
か
？

―
日
々
成
長
を
感
じ
ま
す
が
、
優
斗
は
、
最
近
剣
道

を
習
い
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
家
事
を
色
々
手
伝

っ
て
く
れ
る
の
で
、
す
ご
く
頼
り
に
な
り
ま
す
。

依
央
、
杜
和
は
、
言
葉
が
ど
ん
ど
ん
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
２
人

で
楽
し
み
な
が
ら
、
会
話
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
３
人
が
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
姿
が
、
本
当
に
か
わ
い
ら
し
い
。
毎
日
そ
ん
な
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
〝
あ
り
が
と
う
〞

印
刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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す
め

お
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す
め

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る
｢
天
晴
(
旧
キ

ッ
チ
ン
晴
人
)
｣
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

ブリ切り身２切れ

塩適宜

しょうゆ50㎖

みりん50㎖

料理酒50㎖

七味唐辛子小さじ１

ユズ１個(半分に切り搾る)

１．ブリの切り身は塩を振り、１時間ほど置く。

２．Ａの材料を合わせ、

１のブリを２時間漬

ける(右写真参考)。

３．ブリの汁気を拭き取

り、漬け汁のユズと

一緒にグリルで焼き上げる。その後ユズは

取り除く。お好みでナバナのおひたし(材

料外)を添えると彩りが良くなります。

材料(２人分) 作り方

３３

大石田町田沢(小菅)

髙橋 優斗
ゆうと

くん(９歳)

依央
い お

くん(２歳)

杜和
と わ

くん(２歳)

右から、右から、

依央くん､優斗くん､杜和くん依央くん､優斗くん､杜和くん

ブ
リ
の

ユ
ズ
七
味
焼
き

Ａ

漬
け
汁
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▼
就
農
し
た
き
っ
か
け
は
？

新
庄
市
に
あ
る
県
立
農
林
大
学
校
の
果
樹
経
営
学
科

で
高
品
質
果
実
の
安
定
生
産
技
術
や
先
進
栽
培
技
術
な

ど
の
基
本
を
学
び
、
自
宅
も
農
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
知
識
を
活
か
そ
う
と
就
農
し
て
５
年
に
な
り
ま
す
。

今
年
か
ら
妻
も
農
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
一
年
の
作
業
の
流
れ
は
？

２
月
か
ら
果
樹
の
剪
定
作
業
が
始
ま
り
、
３
月
か
ら

村
山
市
中
央
育
苗
組
合
の
一
員
と
し
て
水
稲
の
育
苗
作

業
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
６
月
中
旬
か
ら
さ
く
ら
ん
ぼ

の
収
穫
が
始
ま
り
、
秋
の
稲
刈
り
、
西
洋
梨
の
収
穫
、

出
荷
作
業
と
続
き
ま
す
。
そ
の
間
、
楯
岡
営
農
生
産
組

合
で
の
大
豆
の
播
種
、
収
穫
作
業
や
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

で
の
航
空
防
除
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

手
間
暇
か
け
収
穫
し
た
時
が
一
番
う
れ
し
い
し
、
そ

れ
が
魅
力
。
皆
さ
ん
か
ら
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
と
、
今
後
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
。
昨
年
は
猛

暑
の
影
響
で
特
に
米
の
品
質
が
著
し
く
低
下
し
、
農
業

は
自
然
が
相
手
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

一
年
を
通
し
て
の
仕
事
や
生
活
の
リ
ズ
ム
に
は
慣
れ

て
き
ま
し
た
が
、
毎
年
分
か
ら
な
い
こ
と
や
課
題
が
出

て
き
ま
す
。
毎
年
が
勉
強
で
す
。

▼
休
日
は
？

筋
ト
レ
に
行
き
ま
す
。
始
め
て
１
年
半
ほ
ど
に
な
り

ま
す
が
、
将
来
は
大
会
に
も
出
場
し
て
み
た
い
で
す
。

▼
課
題
と
今
後
の
目
標
は
？

楯
岡
地
区
の
農
家
の
先
輩
や
青
年
部
の
仲
間
か
ら
の

助
言
や
指
導
に
は
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

果
樹
だ
け
で
な
く
、
す
い
か
栽
培
に
も
挑
戦
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
離
農
な
ど
に
よ
り
、
特
に
田
ん
ぼ
は
集
約

化
が
進
み
毎
年
栽
培
面
積
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
自
分

た
ち
若
者
が
先
頭
に
な
っ
て
頑
張
り
、
楯
岡
地
区
農
業

を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。
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第１号議案 第十次経営管理３ヵ年計画の事業方針

と令和６年度計画の課題・事業方針に

ついて

第２号議案 令和６年度自己改革工程表について

第３号議案 利益相反取引の承認について

【報告事項】

•理事会への経過報告および行事予定について

•主要勘定・安全性の指標について

•地区別座談会の開催について

•令和６年度ＪＡみちのく村山企画旅行について

•肉用牛販売実績報告について

•利益相反取引の報告について

•有価証券の一部売却の報告について

•令和５年度決算見込(修正)について

第12回理事会が２月21日に開催

主な議案と内容は次のとおりです｡

｢農業と地域の未来を見据えて～次世代へ向けた

改革の実行～」(第九次経営管理３カ年計画スローガン)

2024 . ３
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来月のあなたの運勢 ４月占いコーナー

【全体運】気になることは多くても
目標を絞り込んで。一つに集中す
れば大きな成果を上げられます。
人気運が上昇中！
【健康運】足元のケアを重点的に。
歩きやすい靴を選んで
【幸運の食べ物】ジャガイモ

牡羊座 ３/21～４/19 牡牛座 ４/20～５/20

射手座 11/23～12/21

双子座 ５/21～６/21 蟹 座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22 乙女座 ８/23～９/22 天秤座 ９/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

山羊座 12/22～１/19 水瓶座 １/20～２/18 魚 座 ２/19～３/20

温暖化でも春に霜害

ここ近年は、桜の開花が早まり、西日本

や東日本では、入学シーズンよりも卒業シ

ーズンに桜が見頃になることも少なくあり

ません。これも地球温暖化が原因の一つと

考えられます。春に気温が高くなると、他

にも影響があります。

2021年４月、福島県では遅霜による農作

物の被害が大きくなりました。開花期の果

樹は花に障害が出て、発芽期の果樹は芽が

枯死するなどの影響があったということで

す（福島県農林水産部農業振興課「令和３

年凍霜害の記録」より）。この年の春は、

気温が高く経過したため、農作物の生育が

早まりました。気温が高く経過する春でも、

時には冷え込み、遅霜が降りることがあり

お天気カレンダー

気象予報士 檜山靖洋

ます。農作物の生育が

早まる分、霜が降りや

すい時期と重なり、む

しろ果樹への霜害の危

険性が高まってしまい

ます。

地球温暖化時代は、

遅霜による農作物の被

害の危険性が高まるた

め、より一層の対策が

必要になります。

モナ・カサンドラ

安達さん宅は、妻、父母、祖母の５人家族で、

水稲10ヘクタール、西洋梨50アール、さくらん

ぼ30アールとももを栽培しています。果樹の剪

定作業で忙しい中、お話しを伺いました。

村山市楯岡新町

安達 修哉
まさや

さん(25歳)

【全体運】人気運に恵まれ注目度が
上がっています。周りの目を意識
しながら動きましょう。おしゃれ
に時間をかけるのは◎
【健康運】古傷が痛むことがあるか
も。弱い部分ほど大切に
【幸運の食べ物】サヤエンドウ

【全体運】とてもパワフル。それだ
けにあなた自身がトラブルメーカ
ーになってしまう危険性もチラリ。
人の意見に耳を傾けて
【健康運】栄養価が高く消化の良い
ものを。胃腸をいたわって
【幸運の食べ物】レタス

【全体運】上昇運。友人との時間を
楽しめます。お花見など春ならで
はのプランを立てて。技術習得の
ための勉強もお勧め
【健康運】おしゃべりでストレス発
散。知人と体操すると◎
【幸運の食べ物】イチゴ

【全体運】あれこれ多忙なときです
が上昇運。めどの立たないことは
下旬に動きがある兆し。待ってみ
るのもいいでしょう
【健康運】うっかりのけがに気を付
けて。食事は腹八分目に
【幸運の食べ物】フキのとう

【全体運】前半はやや厳しいものの
上昇運。部屋の中をすっきりきれ
いに片付けると懸案事項も解決へ
と向かいます
【健康運】春を感じながら散策を。
血行の良くなる体操も吉
【幸運の食べ物】タラの芽

【全体運】あれこれやろうとすると
どれも中途半端になりがち。目標
を絞り込み集中して取り組みまし
ょう。連絡は早めに
【健康運】カルシウムをしっかり取
って。骨粗しょう症の予防を
【幸運の食べ物】セロリ

【全体運】活発な動きのあるとき。
状況が二転三転することもありま
すが、おおむね良い方向に進むの
で前向きに考えて
【健康運】生活リズムを整えて。発
酵食品を食べるのも◎
【幸運の食べ物】雪白体菜

【全体運】良い波に乗ってスムーズ
に進みだします。下旬からストッ
プがかかるので、できるだけ前倒
しで進めておきましょう
【健康運】野菜たっぷりの食事で元
気を回復。バランス良く
【幸運の食べ物】グリーンピース

【全体運】面倒事の多い時期ですが
うまく解決していけます。諦めず
に取り組んで。下旬には協力者が
現れます
【健康運】散歩に旅行。たくさん歩
いて。動き回るほど快調に
【幸運の食べ物】タケノコ

【全体運】着実に前へと進んでいけ
るとき。計画を立てて動きましょ
う。気になっていたことの効率ア
ップも可能です
【健康運】楽しくできる健康法を探
して体力アップ！
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】気持ちがせきそう。急ぎ
のものほど、ゆっくり丁寧にやる
よう心がけて。見落としを防いで
好結果に。外食にツキ
【健康運】筋力アップのチャンス。
ハードなメニューに挑戦を
【幸運の食べ物】根ミツバ



４５

村
山
市
は
２
月
15
日
、
当
Ｊ
Ａ

の
雪
室
倉
庫
に
約
１
年
貯
蔵
し
た

２
０
２
２
年
産
の
「
秘
伝
豆
」
を

使
っ
た
納
豆
を
給
食
に
提
供
し
ま

し
た
。
楯
岡
小
学
校
の
児
童
500
人

が
「
雪
む
ろ
秘
伝
豆
納
豆
」
を
味

わ
い
ま
し
た
。

秘
伝
豆
は
、
楯
岡
地
区
で
大
豆

の
集
団
転
作
に
取
り
組
ん
で
い
る

楯
岡
営
農
生
産
組
合
（
柴
崎
繁
俊

組
合
長
）
が
栽
培
し
ま
し
た
。
雪

室
に
貯
蔵
す
る
こ
と
で
、
鮮
度
が

保
た
れ
甘
み
も
増
し
て
き
ま
す
。

厳
選
し
た
大
粒
の
も
の
を
山
形
市

の
企
業
が
納
豆
に
加
工
し
ま
し
た
。

３
年
生
の
教
室
で
は
、
同
組
合

の
３
人
の
生
産
者
が
招
か
れ
、
一

緒
に
給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。
児

童
ら
は
、
い
つ
も
食
べ
て
い
る
納

豆
の
２
倍
あ
る
大
豆
の
大
き
さ
に

驚
き
な
が
ら
、
糸
を
引
く
ま
で
か

き
混
ぜ
、
お
い
し
さ
と
食
感
を
堪

能
し
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
大
き

い
粒
の
納
豆
は
初
め
て
。
と
て
も

お
い
し
い
」
と
話
し
、
納
豆
ご
飯

を
ぺ
ろ
り
と
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

給
食
後
、
同
組
合
の
大
山
拓
也

さ
ん
(42
)が
、
栽
培
や
雪
む
ろ
秘

伝
豆
納
豆
に
つ
い
て
講
話
し
ま
し

た
。

▲｢雪むろ秘伝豆納豆｣を味わう児童

順調な生育順調な生育順調な生育

ハウスさくらんぼ園地巡回ハウスさくらんぼ園地巡回ハウスさくらんぼ園地巡回

村山営農センター村山さくらんぼ加温ハウス研究

会（太田一男会長、15人）では２月９日、管内３ヵ

所の園地を巡回しました。

良質のさくらんぼを生産、出荷するため行われた

もので、花を咲かせたハウス内のさくらんぼの生育

状況や樹勢管理状況などを確認しました。今年の冬

は暖冬で、特に開花期は高温にならないようにハウ

ス内の温度管理を徹底していて、受粉作業も最盛期

を迎え順調に生育しています。

巡回後は、北村山農業技術普及課の伊藤晃平普及

指導員による栽培講習会が開かれ、３月下旬の出荷

に向け、今後の栽培管理のポイントについて話しま

した。

▲園地を巡回し、さくらんぼの生育状況を確認する生産▲園地を巡回し、さくらんぼの生育状況を確認する生産

者たち（村山市大久保の三原勝さんの園地）者たち（村山市大久保の三原勝さんの園地）

令和６年産「つや姫」「雪若丸」合同研修会が２月

26日、ＪＡ大石田営農センターで開かれました。会

場には町内の生産者など約100人が集まりました。

冒頭、大石田米生産部会の伊藤強部会長が「昨年

は猛暑の影響で、品質、収量とも低下した。今日の

研修会をとおして良質米生産に頑張っていこう」と

あいさつ。続いて、北村山農業技術普及課の菅原直

人普及指導員が「『つや姫・雪若丸』の栽培について」

と題して講演。

令和５年産米の概況を振り返り、土づくりから移

植、健苗の育成、水管理、刈り取りまで高品質安定

生産のための栽培ポイントを話しました。

生産者からは多くの質問が出され、高品質で良食

味の「つや姫」「雪若丸」栽培について学びました。

▲つや姫・雪若丸の栽培技術を学んだ研修会▲つや姫・雪若丸の栽培技術を学んだ研修会

村山営農センターりんご生産部(青柳篤部長)は２

月14日、戸沢地区の片桐和美さんと青柳篤部長の園

地で剪定講習会を開き、生産者18人が参加しました。

今年は園地にはほとんど雪がなく、講師に、優れ

た剪定技術を持つ東根市の小関晃さんを迎え、剪定

の重要性を学びました。小関さんは「剪定は品質を

大きく左右する作業。樹木の先端からチェックして

いくことが重要」と話をし、樹齢や樹勢、樹間隔な

どを考慮した選定方法をアドバイスしました。

参加者は、おいしいりんごになる条件を考え剪定

することの大切さを学びました。

◎りんご◎りんご◎りんご

▲小関さんから剪定の技術を学ぶ生産者

当ＪＡは２月27日、自由民主党総務会長の森山裕

衆議院議員に対し、カントリーエレベーター（以下

ＣＥ）の新設更新に向けての要望を行いました。三

浦康彦組合長、能登淳一県議会議員、運営委員会の

森俊悦委員長ら６人が衆議院第一議員会館を訪れ、

森山総務会長に要望書を手渡しました。

管内に４基あるＣＥも更新時期に来ていますが、

物価高騰により、当初予定していた見積もりを遥か

に超えた高額の建設費が示されています。現状の米

価では利用者にこれ以上の負担を強いることはでき

なく、若い担い手が希望を持ち、次世代に継承する

ためにも施設更新に向け、補助率積上げ等国や行政

の支援を求めました。

森山総務会長に森山総務会長に森山総務会長に

ＣＥ更新に係る支援を要望ＣＥ更新に係る支援を要望ＣＥ更新に係る支援を要望

▲森山総務会長にＣＥ更新支援の要望書を手渡した(右か

ら草刈一人営農販売部長、三浦組合長、森山総務会長、

森委員長、能登県議会議員、吉田創村山市議会議員）

ＪＡみちのく村山牛枝肉研究会が２月19日、山形

市の(株)山形県食肉公社で開かれました。今年は、

血統の関係で第１部、第２部に分けて審査。合わせ

て黒毛和種雌牛47頭が出品され、第1部では(株)尾

﨑牧場、第２部では(株)べごや金治が肥育した牛が

それぞれ最高位の「肉用牛部会長賞」に輝きました。

当ＪＡは、県内ではトップで東北でも有数の和牛

の産地。さらに肥育牛の肉質向上と、管内肉用牛事

業の振興と活性化を図ることを目的に開催されたも

ので、肉質・脂質・霜降りの度合いなどを慎重に審

査しました。

▶
部
会
長
賞
に
輝
い
た
尾
﨑
牧

場
の
尾
﨑
弘
代
表
取
締
役

村山営農センターさくらんぼ生産部（井澤健司部

長）は２月19日と21日に４ヵ所で剪定講習会を開き、

令和６年がスタートしました。

19日は、北村山農業技術普及課の鈴木雅満プロ

ジェクト推進専門員を講師に迎え、村山市大槇の笹

原勝民さんの園地で戸沢地区の講習会が開かれまし

た。生産者ら40人が参加。暖冬の影響で生育も進ん

でいて、樹勢に合わせた選定などを実演しました。

参加者は、安定した花芽を作り、高品質果実の安

定生産に向けての剪定方法を学びました。

▲笹原さんの園地で開かれた、さくらんぼの剪定講習会

雪むろ秘伝豆納豆味わう雪むろ秘伝豆納豆味わう雪むろ秘伝豆納豆味わう

楯岡小の全児童楯岡小の全児童楯岡小の全児童

つや姫・雪若丸栽培技術学ぶつや姫・雪若丸栽培技術学ぶつや姫・雪若丸栽培技術学ぶ

大石田で研修会大石田で研修会大石田で研修会

｢尾﨑牧場｣と｢べごや金治｣が部会長賞｢尾﨑牧場｣と｢べごや金治｣が部会長賞｢尾﨑牧場｣と｢べごや金治｣が部会長賞

みちのく村山牛枝肉研究会みちのく村山牛枝肉研究会みちのく村山牛枝肉研究会

▶
部
会
長
賞
に
輝
い
た
べ
ご
や
金

治
の
折
原
雄
翼
代
表
取
締
役

剪定講習会

◎さくらんぼ◎さくらんぼ◎さくらんぼ



６７

尾
花
沢
地
区
の
農
事
実
行
組
合

長
・
受
検
組
合
長
・
米
生
産
部
会

員
の
合
同
研
修
会
が
２
月
18
日
、

尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

54
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

尾
花
沢
市
農
林
課
の
担
当
職
員

が
令
和
６
年
度
の
水
田
営
農
に
係

る
施
策
と
関
連
に
つ
い
て
話
を
し

ま
し
た
。
令
和
６
年
産
米
の
県
か

ら
尾
花
沢
市
に
通
知
さ
れ
た
生
産

の
目
安
は
、
面
積
換
算
で
２
２
９

１
㌶
で
、
昨
年
よ
り
18
㌶
多
い
面

積
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転

作
作
物
に
係
る
交
付
金
の
単
価
や

交
付
要
件
・
取
組
内
容
な
ど
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

▲令和６年度の水田営農施策についての研修会

水
田
営
農
施
策
研
修
会



み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

８９

❶冬がウインターなら、春

は

❷天ぷらやフライに付けら

れています

❸煮物を作るときにすくう

こともあります

❹水中をふわふわと漂う生

き物

❻平面を２次元、立体は

❽桃太郎がきび団子を着け

ていた場所

10入学式で胸に着けるお母

さんもいます

12メジロやヒヨドリが吸う

もの

14関東――、――裁判所

16漢字で書くと土筆。春の

山菜です

18オンの反対語

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

20

21

17

17

18

19

13

14

15

16

11

12

７

８

９

10

５

６

１

２

３

４

⬇ タテのカギ

❶ゴルフプレーヤーがカード

に記録します

❸眠いときに出ます

❺アマではありません

❻お花見といえばこの花

❼テレビやエアコンの操作に

使います

❾お酒は飲めません

11みそ汁の具にしてもおいし

い二枚貝

13ストレスがたまるとこぼし

たくなることも

15ダブルプレーともいいます

17湯が冷めないよう――ポッ

トに入れた

19当たりかな、外れかな

20山梨県の県庁所在地である

市

21馬に乗る人のこと

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

答え

Ｂ

➡ ヨコのカギ

17

15

16

12

13

14

11

８

９

10

５

６

７

１

２

３

４

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

２月号の答え ｢ウシオジル｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』４月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ３月25日(月)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
63

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•マエストロさん(尾花沢市)

•犬散歩のおじちゃんさん(大石田町)

•ちょこママさん(大石田町)

•チャラ男さん(村山市)

•二ッ森の龍さん(尾花沢市)

ジ ア マ リ シ ロ

ハ ル ヤ ス ミ マ

ア マ ヨ ウ シ

ノ ー ト ウ シ ユ

ン シ ヨ ウ シ ヨ

ド カ オ リ マ

マ ジ メ ノ キ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢春
と
い
え
ば
…
｣で
す
。

各
地
で
春
の
便
り
が
ち
ら
ほ
ら
。

卒
業
、入
学
、新
社
会
人
、草
花
、食
べ

物
な
ど
、
み
な
さ
ん
が
春
を
感
じ
る

も
の
、
春
だ
な
と
思
う
こ
と
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

｢暖
冬
に
一
言
｣

今
シ
ー
ズ
ン
は
雪
が
少
な
く
楽
な
生
活
で

す
。
こ
ん
な
冬
は
初
め
て
で
す
。
夏
に
こ
の

代
償
が
な
い
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

(尾
花
沢
市

い
ち
ご
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

高
齢
者
の
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
過
ご

し
や
す
い
冬
と
な
り
ま
し
た
。
暖
か
く
、
日

差
し
も
あ
る
と
外
に
出
た
り
何
か
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
で
も
こ
れ
か
ら

の
花
粉
の
飛
散
や
夏
の
水
不
足
等
心
配
で
す
。

〝
例
年
並
み
〞
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

(村
山
市

山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

雪
の
な
い
冬
は
、
東
京
で
働
い
て
い
た
若

い
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
匂
い
ま
で
が
東
京

み
た
い
で
不
思
議
で
す
。

(村
山
市

お
ば
さ
ん
さ
ん
)

蘭
が
早
く
咲
き
す
ぎ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
か
ら
が
大
変
で
す
。
今
、
春
蘭
が

咲
い
て
い
ま
す
。

(村
山
市

Ｇ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

正
月
過
ぎ
に
散
歩
に
出
か
け
ま
し
た
。
そ

の
時
、
ヘ
ビ
が
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
た
の

で
す
。
普
通
な
ら
こ
の
季
節
、
ヘ
ビ
や
カ
エ

ル
は
冬
眠
中
。
熊
も
そ
っ
ち
こ
っ
ち
で
出
て

い
る
ニ
ュ
ー
ス
。
冬
眠
す
る
も
の
に
は
冬
眠

し
て
ほ
し
い
。
何
年
か
前
に
タ
マ
ネ
ギ
に
た

く
さ
ん
の
と
う
が
立
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
年
も
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
今

年
は
ど
う
な
る
の
か
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。

(村
山
市

村
山
の
シ
バ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

暖
冬
の
お
か
げ
で
、
野
菜
の
高
騰
の
ニ
ュ

ー
ス
も
な
く
、
毎
日
野
菜
を
お
い
し
く
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

(京
都
府
京
都
市

サ
ラ
ダ
さ
ん
)

外
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
今
年
の
冬

は
今
ま
で
で
一
番
快
適
な
冬
で
し
た
。
２
月

な
の
に
靴
で
外
を
歩
け
る
と
い
う
の
は
と
て

も
快
適
で
す
。
こ
ん
な
冬
が
毎
年
続
け
ば
い

い
の
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(大
石
田
町

隊
長
さ
ん
)

暖
冬
で
よ
か
っ
た
な
ぁ
な
ん
て
思
っ
て
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
な
ん
だ
か
、
除
雪
し
な
い

か
ら
ど
こ
と
な
く
寂
し
か
っ
た
よ
う
な
。
来

年
は
や
ん
ば
い
降
っ
て
く
れ
！

(尾
花
沢
市

お
ば
ら
う
さ
ん
)

暖
冬
に
一
言
。
自
然
災
害
に
繋
が
り
ま
せ

ん
よ
う
に
。
雪
を
求
め
て
出
か
け
、
健
康
で

体
力
も
あ
っ
た
の
で
安
心
し
て
生
活
で
き
ま

し
た
が
、
今
後
を
考
え
る
と
不
安
に
な
り
ま

す
。
夫
は
雪
囲
い
を
し
っ
か
り
作
り
、
様
々

な
雪
対
策
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
間
口

が
広
い
の
で
冬
眠
生
活
か
な
と
、
今
な
ら
笑

話
で
す
が
現
実
問
題
で
す
。
雪
で
生
計
を
立

て
て
い
る
方
々
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

運
動
が
て
ら
に
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
除
雪
し
た

り
、
ズ
ッ
ク
を
は
い
て
散
歩
し
た
り
、
今
年

の
よ
う
な
冬
な
ら
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

(尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

暖
冬
で
雪
か
き
は
し
な
く
て
よ
か
っ
た
け

ど
、
異
常
気
象
で
夏
の
酷
暑
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨

で
の
水
害
が
心
配
で
す
。
み
ん
な
で
少
し
で

も
Ｃ
ｏ
２
を
削
減
し
て
気
温
上
昇
を
防
が
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市

ち
ろ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
)

暖
冬
で
良
か
っ
た
こ
と
、
除
雪
し
な
く
て

良
か
っ
た
。
で
も
体
は
怠
け
癖
つ
い
て
し
ま

っ
た
。
こ
た
つ
で
食
べ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
で
体
重

増
加
…

(村
山
市

チ
ー
コ
の
マ
マ
さ
ん
)

例
年
に
な
く
雪
が
少
な
く
、
朝
４
時
頃
か

ら
の
消
雪
を
す
る
こ
と
な
く
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。
今
年
、
庭
の
ふ
き
の
と
う
を
７

個
ほ
ど
収
穫
し
て
、
ふ
き
の
と
う
み
そ
に
し

て
食
べ
ま
し
た
。
２
月
中
は
初
め
て
で
お
い

し
か
っ
た
。

(尾
花
沢
市

あ
ん
ぽ
ん
た
ん
む
す
め
さ
ん
)

後
期
高
齢
者
夫
婦
の
二
人
暮
ら
し
に
と
っ

て
は
楽
な
冬
で
し
た
が
、
そ
う
ば
か
り
は
言

っ
て
い
ら
れ
な
い
事
か
な
と
心
配
し
て
い
ま

す
。

(尾
花
沢
市

二
ッ
森
の
龍
さ
ん
)

今
年
は
雪
が
少
な
く
て
良
か
っ
た
け
ど
、

雪
遊
び
が
で
き
な
く
て
残
念
で
し
た
。
そ
し

て
大
好
き
な
す
い
か
に
影
響
が
出
な
い
か
心

配
で
す
。
多
い
雪
は
嫌
だ
け
ど
少
な
す
ぎ
る

雪
も
嫌
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

(尾
花
沢
市

モ
ン
テ
Ｊ
２
優
勝
さ
ん
)

暖
冬
で
朝
寝
坊
が
で
き
、
読
書
三
昧
で
し

た
。
夏
も
延
長
線
上
で
は
？
と
不
安
で
す
。

今
年
初
「
落
花
生
」
「
こ
ん
に
ゃ
く
芋
」
「
と

っ
き
び
」
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

(大
石
田
町

桜
モ
モ
コ
さ
ん
)

暖
冬
の
た
め
、
雪
か
き
も
な
く
仕
事
が
減

り
、
体
に
は
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
良
い
事
と
言
え
ば
、
心
穏
や
か
に

過
ご
せ
た
よ
う
に
思
い
、
畑
に
は
ど
う
だ
ろ

う
か
と
心
配
で
す
。
夏
に
な
れ
ば
毎
日
暑
い

日
が
続
き
、
熱
中
症
に
な
る
人
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

(村
山
市

コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

今
期
の
冬
は
私
が
生
き
て
き
た
中
で
一
番

の
暖
冬
。
雪
は
き
を
し
た
の
も
数
回
だ
け
で
、

本
当
に
楽
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

ん
な
冬
な
ら
毎
年
う
れ
し
い
の
で
す
が
…
。

山
形
の
冬
は
、
降
る
時
は
降
る
！
寒
い
時
は

寒
い
！
で
な
い
と
山
形
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
の
夏
が
心
配
で
す
。

(村
山
市

プ
チ
ト
マ
ト
さ
ん
)

今
年
は
雪
が
少
な
く
雪
片
付
け
し
な
く
て

良
か
っ
た
。

(尾
花
沢
市

ひ
孫
の
か
わ
い
い
バ
ア
さ
ん
さ
ん
)

毎
朝
の
雪
は
き
が
な
く
て
、
チ
ョ
ー
楽
チ

ン
！
通
勤
も
雪
道
苦
手
な
の
で
と
て
も
助
か

っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
暖
冬
で
栽
培
し
て
い

る
果
樹
等
に
影
響
が
出
な
い
か
心
配
で
す
。

や
っ
ぱ
り
冬
は
雪
が
降
ら
な
い
と
ダ
メ
か
な
。

(村
山
市

中
国
ド
ラ
マ
ラ
ブ
さ
ん
)

私
は
尾
花
沢
市
民
で
あ
り
、
ま
ず
｢
雪
を
な

が
む
る
尾
花
沢
｣
が
今
年
度
は
雪
が
な
く
、
尾

花
沢
は
｢
雪
｣
が
多
く
降
る
所
で
有
名
で
あ
り
、

今
年
は
残
念
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。尾
花
沢

は
雪
が
多
く
降
る
所
が
良
い
と
思
う
。
私
は

雪
が
大
好
き
で
あ
り
、そ
し
て
大
変
で
も
あ
る

事
が
好
き
で
あ
る
。

(尾
花
沢
市

じ
じ
さ
ん
)

信
じ
ら
れ
な
い
一
冬
で
し
た
。
通
勤
は
楽
、

会
社
の
駐
車
場
の
除
雪
す
る
事
な
く
。
で
も
、

燃
料
を
扱
う
会
社
に
勤
め
て
い
る
の
で
、
大

き
な
声
で
「
う
れ
し
い
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

す
い
か
畑
の
雪
も
な
く
、
「
は
あ
ー
、
始
ま

る
な
あ
」
と
心
の
準
備
も
始
め
る
毎
日
で
す
。

今
年
の
夏
は
如
何
な
事
に
…

(大
石
田
町ワ

ン
ピ
ー
ス
大
好
き
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

雪
は
き
し
な
く
て
い
い
の
は
助
か
る
。
で

も
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
に
欠
か
せ

な
い
所
に
は
申
し
訳
な
い
。
や
っ
ぱ
り
雪
は

道
路
以
外
に
は
積
も
っ
て
ほ
し
い
か
も
。

(村
山
市

チ
ャ
ラ
男
さ
ん
)

雪
の
少
な
さ
は
初
め
て
で
、
大
変
な
雪
の

片
付
け
が
ウ
ソ
の
よ
う
で
す
。
一
方
で
、
雪

を
稼
ぎ
に
し
て
い
る
人
、
ま
た
、
ほ
し
い
人

に
は
困
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
丁
度
い
い
案

配
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
最
高
な
の
に
な
ぁ
。

(尾
花
沢
市

春
の
花
大
好
き
さ
ん
)

｢
雪
を
な
が
む
る
尾
花
沢
｣
と
言
い
ま
す
が
、

正
直
な
と
こ
ろ
大
助
か
り
で
す
。
暖
冬
と
雪

の
量
は
さ
ほ
ど
関
係
な
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
ま
さ
に
暖
冬
と
呼
ぶ
べ
き
冬
で
し
た
。

雪
景
色
を
見
に
来
た
銀
山
温
泉
の
台
湾
や
ベ

ト
ナ
ム
等
の
お
客
さ
ん
は
、
か
な
り
が
っ
り

だ
そ
う
で
す
が
、
近
く
に
雪
を
集
め
て
作
っ

た
滑
り
台
で
大
は
し
ゃ
ぎ
だ
そ
う
で
す
。
毎

年
同
じ
よ
う
な
気
候
だ
と
過
ご
し
易
い
の
で

し
ょ
う
が
、
や
は
り
、
予
想
出
来
な
い
自
然

こ
そ
自
然
な
ら
で
は
の
魅
力
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
、
ど
ん
な
夏
に
な
る
か
心
配
で
す
。

(尾
花
沢
市

マ
エ
ス
ト
ロ
さ
ん
)

暖
冬
に
喜
ぶ
人
、
が
っ
か
り
す
る
人
、
い
ろ

い
ろ
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
平
成
25
年
２
月
の

大
石
田
町
の
積
雪
量
は
観
測
史
上
最
高
の
279

㎝
を
記
録
す
る
な
ど
、
積
雪
量
は
多
か
っ
た

り
少
な
か
っ
た
り
予
測
は
難
し
い
。
地
球
規

模
の
温
暖
化
は
年
々
進
行
し
、
将
来
は
人
だ

け
で
な
く
農
作
物
に
も
影
響
す
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
(大
石
田
町

ズ
ン
ズ
ン
コ
さ
ん
)

家
庭
菜
園
の
エ
ン
ド
ウ
豆
が
大
き
く
な
り

花
盛
り
で
す
。
こ
れ
も
暖
冬
の
影
響
だ
と
思

い
ま
す
。

(大
阪
府
堺
市

た
ろ
や
ん
さ
ん
)

暖
冬
で
雪
が
少
な
い
か
ら
除
雪
の
手
間
が

省
け
る
し
、
車
の
運
転
も
怖
く
な
い
か
ら
う

れ
し
い
で
す
。
で
も
、
今
年
の
夏
が
心
配
…
。

ま
た
猛
暑
が
来
る
の
か
な
ぁ
…
。
こ
れ
っ
て

異
常
気
象
で
す
よ
ね
。

(大
石
田
町

ち
ょ
こ
マ
マ
さ
ん
)

老
人
家
庭
に
と
っ
て
良
い
冬
で
し
た
。
暖

冬
異
変
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
る
。

(村
山
市

浦
島
太
郎
さ
ん
)

今
年
は
暖
冬
の
た
め
雪
か
き
等
の
重
労
働

が
な
く
楽
で
す
が
、
暖
冬
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ

ト
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
農
業
へ
の
被

害
、
水
資
源
の
減
少
、
ス
キ
ー
場
等
の
観

光
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
へ
の
影
響
な
ど
、
温
暖

化
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
問
題
も
出
て
き
ま
す
。

(村
山
市

ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

暖
冬
で
春
の
仕
事
を
急
ぐ
人
が
多
く
な
る

の
か
な
あ
〜
と
思
い
ま
す
。
私
が
勤
め
る
苗

木
屋
さ
ん
で
も
、
も
う
少
し
で
仕
事
を
始
め

る
よ
う
で
す
。
ま
た
「
頑
張
ら
な
い
と
」
と

こ
の
暖
冬
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の

で
し
ょ
う
か
。
雪
が
な
く
て
一
概
に
喜
ん

で
い
い
の
か
。
は
た
ま
た
、
こ
れ
か
ら
夏

に
向
け
て
水
不
足
や
猛
暑
を
予
告
し
て
い

る
の
か
。
農
業
県
山
形
は
、
水
不
足
に
よ

る
凶
作
が
心
配
で
す
。
さ
く
ら
ん
ぼ
が
山

形
の
気
候
に
合
わ
ず
、
ど
ん
ど
ん
北
へ
移

動
し
て
し
ま
う
の
か
。
山
形
に
「
み
か
ん

な
ど
の
柑
橘
類
が
栽
培
さ
れ
る
」
そ
ん
な

近
未
来
が
や
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(村
山
市

馬
耳
春
風
さ
ん
)

思
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
で
も
暖
冬
で
良

か
っ
た
事
は
、
仲
間
と
食
事
に
行
っ
た
り
、

温
泉
に
行
っ
た
り
道
路
に
雪
が
な
か
っ
た
の

で
車
で
出
か
け
ら
れ
て
最
高
で
し
た
。

(尾
花
沢
市

ひ
ま
わ
り
さ
ん
)

屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
除
雪
に
解
放
さ
れ
、

身
軽
な
服
装
で
生
活
で
き
る
の
は
最
高
で
す
。

し
か
し
、
夏
の
暑
さ
、
水
量
の
減
少
、
農
作
物

の
異
変
等
を
考
え
る
と
一
長
一
短
で
、
１
人

１
人
が
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
考
え
る
時

な
の
で
す
ね
。
(村
山
市

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
さ
ん
)

い
つ
も
は
パ
ズ
ル
が
第
一
番
の
夫
な
の
で

す
が
、
今
月
号
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
「
お

ー
い
！
お
ー
い
！
隣
の
心
春
ち
ゃ
ん
が
載
っ

て
る
ぞ
う
！
」
と
大
喜
び
で
大
騒
ぎ
で
す
。

本
当
に
一
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
も

う
、
も
う
、
か
わ
い
い
！
か
わ
い
い
！
お
茶

目
で
お
目
目
ぱ
っ
ち
り
の
め
ん
ご
っ
こ
発
見
。

う
れ
し
い
で
す
ね
。
身
近
な
か
わ
い
こ
ち
ゃ

ん
が
載
っ
て
て
、
夫
婦
で
感
激
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(村
山
市

１
９
５
０
年
生
ま
れ
の
女
さ
ん
)

我
が
家
は
８
人
家
族
で
す
。
毎
日
の
食
事

を
考
え
る
の
が
本
当
に
大
変
で
す
。
80
代
〜

小
学
生
の
孫
ま
で
、
身
近
な
食
材
で
ア
レ
ン

ジ
で
き
る
献
立
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市

ま
ん
中
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

毎
月
楽
し
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。

(大
石
田
町

そ
う
す
け
の
じ
い
じ
さ
ん
)

３
月
に
入
っ
て
の
近
日
中
に
、Ｊ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
｢
s
u
ic
a
｣
山
形
エ
リ
ア
の
利
用
可
能
拡

大
、
増
加
が
待
ち
遠
し
く
な
っ
た
気
も
し
て

い
ま
す
。

(埼
玉
県
滑
川
町

52
歳
男
性
さ
ん
)

今
年
も
い
い
果
物
・
野
菜
が
で
き
ま
す
よ

う
に

(村
山
市

43
歳
女
性
さ
ん
)

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市

タ
マ
じ
い
さ
ん
)

テ
ー
マ
大
賞

暖
冬
に

雪
か
き
い
ら
ず
の
朝
、昼
、晩

ゆ
っ
た
り
と
三
度

飯
喰
い
に
け
り

(村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

暖
冬
で

除
雪
な
く
な
り

運
動
不
足

(村
山
市

馬
耳
春
風
さ
ん
)

こ
ん
な
に
暖
冬
な
の
は
今
ま
で
経
験
が
あ

り
ま
せ
ん
。
雪
か
き
い
ら
ず
の
生
活
で
、
こ

ん
な
に
も
ゆ
っ
く
り
と
飯
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
冬
を
初
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
年
の

反
動
で
来
年
の
冬
が
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。

(村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

今
年
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
雪
の
少
な

い
年
で
す
。
降
っ
て
も
次
の
日
は
晴
れ
て
く

れ
る
の
で
、
道
路
の
雪
も
す
ぐ
消
え
て
本
当

に
助
か
り
ま
す
。
除
雪
機
の
出
番
も
少
な
く
、

機
械
の
不
具
合
も
出
な
い
た
め
、
余
計
な
出

費
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
穏
や
か
な
小
春
日
和

の
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
、
心
も
ウ

キ
ウ
キ
で
す
ね
。

(村
山
市

ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

暖
冬
。
暖
か
い
の
は
助
か
り
ま
す
が
、
体

調
を
崩
し
や
す
か
っ
た
り
、
桜
の
開
花
な
ど

早
く
咲
い
て
し
ま
っ
て
季
節
感
が
ず
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
現
に
最
近
は
(
愛
知
で
は
)
入
学

式
の
時
に
は
桜
が
散
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

暖
冬
も
良
し
悪
し
で
す
ね
。

(愛
知
県
岡
崎
市

あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

Ｅ



３月以降は、以下の体制で営業します。あらかじ

めお確かめ下さい。

1011

お知らせ掲示板 お知らせ掲示板お知らせ掲示板 お知らせ掲示板

農業就労者の減少や高齢化等で労働力不足が深刻

化するなかで「無料職業紹介所」を開所しておりま

す。当紹介所では、求人・求職の申込みを受け、雇

用関係の成立を斡旋いたします。

おいしい山形で働いてみませんか！おいしい山形で働いてみませんか！

無料職業紹介の流れ

求人情報の提供

後日、紹介所から求人のある農家が紹介され

ますので、農家に電話して面接日時等を確認し

て下さい。

農家との面接

農家から指定された日時に訪問し、作業内容

や就業条件を確認して下さい。

採用通知

面接後または後日、農家から採用または不採

用の連絡があります。

就 業

採用の連絡があったら、雇用契約を締結し、

指定された日から雇用が始まります。

※求人も随時受付しております。農繁期前に早めの
登録をおすすめいたします。

■連絡先／営農販売部営農企画課 ☎0237-55-6317

求職の申込み

⬇

紹介所の窓口を訪れるか、電話で求職を申

し込んで下さい。

窓口を訪れる場合は電話で日時を事前に予

約して下さい。

⬇

⬇

⬇

｢創業祭｣売り出しを行います！

ＪＡグリーン創業祭＆ＪＡグリーン創業祭＆
営業時間変更のお知らせ営業時間変更のお知らせ

３月15日(金)～17日(日)の３日間、ＪＡグリーン

全店舗で「創業祭」として大売り出しを行います。

11日(月)より目玉商品として、「ぼうだら」「からか

い」「えご草」を特価で販売！皆様のご来店をお待

ちしています。

営業時間が変わります

期 間 営業時間 定休日
３月１日(金)～
３月14日(木)

午前８時30分～
午後５時

日曜・祝日

３月15日(金)～
３月31日(日)

午前８時30分～
午後５時30分

(たておか店は

午後５時まで)

無休(※)
※３月29日(金)は
臨時休業いたし
ます

４月１日(月)～
４月30日(火)

(予定)

午前８時～
午後６時

無休
ＪＡグリーンおおいしだ冬の大感謝祭が２月15日

に開かれました。

山形牛や山形県産豚肉などを特別価格で提供。特

設会場では大石田農産物直売所｢産直つなぎ｣がウル

イやほうれんそうなどの新鮮野菜、町の魚屋さんに

よる｢イカ焼き｣なども販売されました。年金受給日

とあって多くのお客様が来店し買い求めていました。

２月24日には、道の駅「ねまる」であったか鍋を

提供。「山形牛いも煮」と「鶏団子旨塩鍋」の２種

類の鍋を格安で振る舞いました。

大石田・ねまるで大石田・ねまるで大石田・ねまるで

冬のイベント冬のイベント冬のイベント

県産ブランド米｢つや姫｣の指導的立場の生産者で

組織する山形つや姫マイスターの会は､２月７日､新

庄市で2023年度「つや姫おいしさの神コンクール」

を開きました。実食審査の結果、大石田町の土屋隆

志さんが最高賞のゴールドマイスターに輝きました。

70点の応募の中から４地区予選を通過した９点を

県の普及担当者らが実食し、最高においしい「つや

姫」を決めました。

13日には、大石田米生産部会の伊藤強部会長と一

緒に土屋隆志さんがＪＡ本店を訪れ、三浦組合長に

受賞の報告を行いました。

つや姫マイスターの会つや姫マイスターの会つや姫マイスターの会

▲三浦組合長(左)に受賞を報告した土屋さん(中央)。

右は伊藤部会長。

融資業務取扱店変更のお知らせ融資業務取扱店変更のお知らせ葉山支店葉山支店

葉山支店の融資取扱業務につき

まして、令和６年４月より取扱店

を右記のとおり変更することとな

りました。

今後はご不便をおかけすること

もあるかと存じますが、引き続き、

組合員皆様の相談に応えられるよ

う取り組んでまいります。

お問い合わせ、ご来店は何卒右

記までお願い申し上げます。

変更詳細

新取扱店舗(変更後)

【名称】 楯岡支店

【住所】 村山市楯岡十日町6-35

【電 話】 0237(55)2405

【ＦＡＸ】 0237(55)2406

現取扱店舗(変更前)

【名称】 葉山支店

【住所】 山形県村山市大字白鳥3770

【電 話】 0237(56)3777

【ＦＡＸ】 0237(56)3778

変更店舗での業務開始日 令和６年４月１日(月) 9：00より

業務の都合上、お待たせすることがありますので、事前に電話でのご予約を推奨しております｡

多くの人が訪れた売出しイベント(大石田)多くの人が訪れた売出しイベント(大石田)

あったか鍋を格安で提供(ねまる)あったか鍋を格安で提供(ねまる)

大石田町の土屋さんが大石田町の土屋さんが大石田町の土屋さんが

ゴールドゴールドゴールド


